
平成24年度

2,950ｔ

硬質プラ
１１３５ｔ

その他の発泡トレイ

２５ｔ

レジ袋
５５ｔ

軟質系プラ
１５８２ｔ

チュープ・発泡スチ
ロール等

１３０ｔ

キャップ類
２３ｔ

平成30年度

888ｔ(30％）

硬質プラ
３４３ｔ（30％）

その他の発泡トレイ

７ｔ（28％）

レジ袋
１７ｔ（30％）

軟質系プラ
４７５ｔ（30％）

チュープ・発泡スチ
ロール等

３９ｔ（30％）

キャップ類
７ｔ（30％）

平成31年度

1,034ｔ（35％）

硬質プラ
３９９ｔ（35％）

その他の発泡トレイ

９ｔ（36％）

レジ袋
１９ｔ（35％）

軟質系プラ
５５４ｔ（35％）

チュープ・発泡スチ
ロール等

４５ｔ（35％）

キャップ類
８ｔ（35％）

平成32年度

1,182ｔ（40％）

硬質プラ
４５６ｔ（40％）

その他の発泡トレイ

１０ｔ（40％）

レジ袋
２２ｔ（40％）

軟質系プラ
６３３ｔ（40％）

チュープ・発泡スチ
ロール等

５２ｔ（40％）

キャップ類
９ｔ（39％）

平成33年度

1,328ｔ（45％）

硬質プラ
５１２ｔ（45％）

その他の発泡トレイ

１１ｔ（44％）

レジ袋
２５ｔ（45％）

軟質系プラ
７１２ｔ（45％）

チュープ・発泡スチ
ロール等

５８ｔ（45％）

キャップ類
１０ｔ（43％

平成34年度

1,474ｔ（50％）

硬質プラ
５６７ｔ（50％）

その他の発泡トレイ

１２ｔ（48％）

レジ袋
２８ｔ（50％）

軟質系プラ
７９１ｔ（50％）

チュープ・発泡スチ
ロール等

６５ｔ（50％）

キャップ類
１１ｔ（48％）

※端数処理有 ※平成 34年度の計画量は、485ｔ(実績)＋1,474ｔ(移行量)＝1,959ｔ（推計） 処理実績：485ｔ 

平成２８年８月６日 

地域連絡協議会資料 

再配布：平成２９年５月１３日 一般廃棄物処理基本計画（平成２６年３月策定）における容器包装プラスチック移行計画目標 

【減量シナリオ条件】 

（１）燃えるごみ及び燃えないごみに含まれる容器包装プラスチックの推計量：2,950ｔ（固定値） 

（２）硬質プラスチック、軟質プラスチック、チューブ・発泡スチロール等の移行割合を平成 30年度には 30％、平成 34年度には 50％削減 

（３）平成 30年度からは、容器包装プラスチックの全量化の実施を踏まえている。 

（４）移行イメージ図には、平成２４年度の実績値、硬質プラスチックの４７４ｔ及びキャップ類１１ｔは含めず。   

 

 

  

推計量 容器包装プラスチックの推計量からの資源化の移行イメージ図 

※本内容は、一般廃棄物処理基本計画の計画目標値であり、３市共同資源物処理施設との整合性は図っていません。 


